
公表 :令和 5年 3月 15日

事業所における自己評価結果 (公表)

事業所名:発達療育 レンテ市川第二

チエック項目 は い いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など

環
境

，
体
制
整
備

1
利用定員が指導訓線室等スペースとの関係
で適切であるか

2 4部屋稼働している時に面談室がない

戯員の配置数は適切であるか 3
職員の配置基準は充たしているが、急な欠勤が出た時等、事務ロセラピスト共に余裕
がない。

宝 酒 空 同 ほ 、不 人 に つ 刀 り`や つ く確 遠 便

れた環境になつているか。また、障がいの特
性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされて
いス方ヽ

1
殺差があリバリアフリーではない。
末が硬い。

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっているか。また、子ども達の活動に合
わせた空間となつているか

|

業
務
改

善

業務改善を進めるためのPDCAサイクル(目

標設定と振り返り)に、広く職員が参画してい
るか

2
毎月、必要に応じて担当者全員でケースミーティングを行うなど、職員同士で広く参画
出来ていると思う。

保護者等向け評価表により、保護者等に対
して事業所の評価を実施するとともに、保護
者等の意向等を把握し、業務改善につなげ
ているか

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評
価表の結果を踏まえ、事業所として自己評
価を行うとともに、その結果による支援の質
の評価及び改善の内容を、事業所の会報や
ホームページ等で公開しているか

会報は作成していないが、ホームページで公開を行つている。

第二者 による外部 評価 を行 い、評 価 結 果を
当蒸 詩 茎 F「 つなばて 1、スお、 6

職員の資質の向上を行うために、研修の機
会を確保しているか 3

様々な役職の人に合わせて研修の機会が必要。
セラピーに関する研修も勿論だがキャリアアップのための研修なども必要。

適
．切
な
！支
援
の
縄
！快

7セスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、
児童発達支援計画を作成しているか

保護者とのT寧な面談、ニーズと実際の行動観察を含めて必要な支援のご説
明を心掛けている。

子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを使用
しているか

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援 (本人支援及び移行支
援)」 、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容
が設定されているか

児童発達支援計画に沿つた支援が行われて
いるか

活動プログラムの立案をチームで行つてい
るか 1

立案に関しては基本SV(スーハとハ・イザー)が作っているが、初回アセスメントを必
ず複数で行い、担当した者からの意見を取り入れ作成している。

活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いるか

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宣組み合わせて児童発達支援計画
を作成しているか

1

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われる支援の内容や役割分担に
ついて確認しているか

|

開始前に各個人で課題や支援方法の確認を行っている。説明が必要なプログ
ラムにおいては全体共有を行つている。
直接の打ち合わせは必ずではないが、開始前は今までの様子を詳しく記録し
た連絡ノート、課題のデータを毎回担当職員が必ずチェックした上で支援に臨
んでいる。

支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行い、
気付いた点等を共有しているか

1
支援終了後には、担当した職員が必ず支援の内容を記載し、全職員で共有出来るよう
にしている。

日々の支援に関して記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか

行動データをもとrこ支援成果を検証、次の支援に繋げており、根拠を持つた支援を
行つている。

201
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援
計画の見直しの必要性を判断しているか



チエック項目 1まい いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など

欄
係
構
．間
や
保
護
！者
と
一０
連
携

暉言児租孜文携尋栗財のサーEス担当有
会議にその子どもの状況に精通した最もお、
ミあ1.い者が参面1.て いスお、

1

母子保健や子ども・子育て支援等の関係者
や関係機関と連携した支援を行つているか

23

レイTス抜こしに、休百「JIマ轟足‐こ●四、羽
稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図って

訪間支援には力を入れており、相互理解を図つて支援を行うことで効果が発
揮される様子も多くみられている。

移行支援として、小学校や特別支援学校
(小学部)との間で、支援内容等の情報共有
と相互理解を図つているか

引き継ぎ書や必要に応じて訪間支援の提供を行つている。

25
lBの 児 亘 発 達 文 破 セ ンタ

~マ
児 巨 発 達 支 援

事業所、発達障害者支援センター等の専門

(自 立支援)協議会子ども部会や地域の子ど
も・子育て会議等へ積極的に参加している
か

4 2

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解を持つているか

0

保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対して家族支援プログラム(ペアレン
ト・トレーニング等)の支援を行つているか

1

SV(スーハ
°
一ハ

や
イス

Ⅲ
)時に各ご家族の相談対応は実施している。困りごとがあれば

適宣フィードバックの際に上手くいく対応方法を共有している。必要に応じてサ
ポートをしているが、個別支援と比べると家族支援に注力はできていない。

保
護
者
へ
の
説
明
貫
優
等

匡営規程、利用者負担等についてT寧な説
明を行つているか 0

30

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された「児童発達支援
計画」を示しながら支援内容の説明を行い、
保護者から児童発達支援計画の同意を得て
いるか

0

セ期的に、保護者からの子育ての悩み等に
対する相談に適切に応じ、必要な助言と支
援を行つているか

父母の会の活動を支援したり、保護者会等
を開催する等により、保護者同士の連携を
支援しているか

6

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制を整備するとともに、子ども
や保護者に周知し、相談や申入れがあった
場合に迅速かつ適切に対応しているか

毎回セッション終了時にフィードバックの時間を設ける事で、その都度相談や
申入れをタイムリーに受けやすい体制を強化している。

竜期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
こ対して発信しているか

□人情報の取扱いに十分注意しているか 1

厚が いの ある手 どもや保 護 者 との意 思 の陳
宙冶椿 錦候 桂 の■あ の醇 虐激 てにヽスホ

排
常
時
等
の
対
応

37

終忌挿対応マニュアル、1坊 3Lマニュアル、懸
染症対応マニュアル等を策定し、職員や保
護者に周知するとともに、発生を想定した訓
億歩室柿1ィ i、スホ

lF常災害の発生に備え、定期的に避難、救
」その他必要な訓線を行つているか

筆前に、服薬や予防接種、てんかん発作等
のこどもの状況を確認しているか

=ヤ
リハット事例集を作成して事業所内で共

肯しているか

41
喜行 を防 エ ワ0たの 、覇 員 の 研 修 伐 去 を使
嬰す る肇 滴 柳 左輔 庶 力 1ちイ にヽ スふ

42

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや保
護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、児童発達支援計画に記載しているか



保護者等からの事業所評価の集計結果  (公調   |

公表 :令和 5年   3月  15日

事業所名 : 発達療育 レンテ市川第二  保護者等数 (児童数) 20(23) 回収数  12   割合 600/0

チェック項目 はい 申ｍ
いいラこ ご意見

環

境

体

制

警
！
偏

子どもの活動等のスペースが十分に確保され

ているか
1

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 1

事務所にだれもいない時があるので防犯

上、どなたか1人はいた方がよい。

13

生活空間は、本人にわかりやすく構造化され

た環境*1になつているか。また、障がいの特

性に応じ、事業所の設備等は、情報伝達等ヘ

の配慮が適切になされているか

1

ヨロナのこのご時世、難しいとは思います

が、マスクを外した日の動きや顔全体の表

情が分かる方が効果は高いだろうなと思い

ます。表!陪の分かる透明マスクの導入等、

検討頂けると嬉しいです。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

になつているか。また、子ども達の活動に合

わせた空間となつているか

1

適
！
切
！
な
！支

援
一
の
！
提

！供

15

子どもと保護者のエーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画*2が作成さ

れているか

とても丁寧に4国人の課題を分析しているの

で頼りにしている。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド

ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」

の「発達支援 (本人支援及び移行支援)」 、

「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容

から子どもの支援に必要な項目が適切に選択

され、その上で、具体的な支援内容が設定さ

れているか

C C 0

フ
児童発達支援計画に沿つた支援が行われてい

るか
1 C 0

8
活動プログラム*3が固定化しないよう工夫さ

れているか
1

セラビーの様子が見られないので、どんなプロ

グラムかわからない。

保
！
護
！
者

へ

の
！説

明

等

9
運営規定、利用者負担等について丁寧な説明

がなされたか
C C 0

iC

児重発運支援ガイドラインの「児童発達支援

の提供すべき支援」のねらい及び支援内容

と、これに基づき作成された「児童発達支援

計画」を示しながら支援内容の説明がなされ

たか

1 0

11
保護者に対して家族支援プログラム (ペアレ

ント・トレーニング*4等 )が行われているか
1 i 3

プログラムはやったことないが、本はお僧

りしました。

！核

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

子どもの健康や発達の状況、課題について共

通理解ができているか

1

毎日とまではありませんが、連絡帳または

LINEや他のツールなどで面談以外の簡単な

連絡手段があるといいなと思います。



チェック項目 は い 申ｍ
いいjえ Dからない ご意見

保

！護
！
者
！！べ

の

説

明
・
等

13
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関

する助言等の支援が行われているか

‐■4
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されている

か

保護者同士の連携は取れていません。

15

子どもや保護者からの相談や申入れについ

て、対応の体制が整備されているとともに、

子どもや保護者に周知・説明され、相談や申

入れをした際に迅選かつ適切に対応されてい

るか

1 C

他事業所にくらべて対応が丁寧なので会社

としての誠実性を感じており、安心して通

所できる。

16
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の

ための配慮がなされているか
1

先生の名札をつけて頂けると助かります。

時間がたつても先生の名前を覚えられなく

て残念な気持ちです。写真付きの先生の名

前を確認できるように、玄関のところに

貼つて頂いてもよいかと思います。

17

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対して

発信されているか

1

18 国人情報の取り扱いに十分注意されているか 2 0

常

時

等

の

対

応

９

！

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアルを策定し、保護者に周

知・説明されているか。また、発生を想定し

た訓練が実施されているか

1 0

20
)F常災害の発生に備え、定期的に選難、救

」、その他必要な訓1練が行われているか
8 1 0

満

足

度

21 子どもは通所を楽しみにしているか 2 0

22 事業所の支援に満足 しているか 1

・支援が必要と半」断した時点で可能な限り

早い支援のスター トをと希望したこちらの

要望を最大限聞いて頂き、迅速に動いて頂

きました。通い始めてまだ日が浅いです

が、信頼し、お願いしています。

・行動分析学によるセラビーのおかげで回

を追うごとに進歩がみられています。

・両親とも仕事をしていますので、週3回

から通うのははじめは障階しましたが、お

願いできてよかったです。親自身も学びな

がら子どもがより良い人生をおくれるよう

に働きかけたく思つています。

*1「本人にわかりやすく構造化された環境」は、この部屋で4可をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやす

くすることです。

*2『児童発達支援計画」は、児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に

関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する

上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成し

ます。
*3 r活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持つて行われる個々の活動のことです。子どもの障害の特性や課題等

に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。

*4「ペアレント・ トレーエング」は、保護者が子どもの行動を観察して障害の特性を理解したり、障害の特性を踏まえた褒め方等を学ぶこ

とにより、子どもが適切な行動を獲得することを目標とします。


